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HCV撲滅のための重要な戦略：

✓ Further improvements in blood safety and infection control

✓ Expansion or creation of PWID harm reduction services

✓ Extensive screening for HCV with concomitant treatment for all

Heffernan A, et al. Lancet. 2019;393:1319–1329.



2023年6月6日（火）
持田教授が埼玉県統括保護観察官と面談

2023年8月9日（水）
埼玉医科大学病院とさいたま法務総合庁の面談①

2023年9月27日（水）
埼玉医科大学病院とさいたま法務総合庁の面談②

2023年10月19日（木）
令和5年度薬物依存問題に係る地域連絡協議会へ出席

2023年6月17日（土）
第59回日本肝臓学会総会サテライトシンポジウム

埼玉医科大学病院における取り組み

埼玉県内または各都道府県への水平展開を！



保護観察官

さいたま保護観察所

県内の協力可能
肝臓専門医療機関

仮釈放者

満期出所者

出所後に医療機関を受診する際の問題点：
・受診・受療に対する意識の欠如
・紹介状が刑務所施設長の名前で作成される

→医療機関で正式な紹介状として見なされないことあり
・病院事務レベルでの受診拒否（偏見含む）

・出所者へのHCV対策資料の作成
・薬物依存患者に渡すリーフレットの作成
・紹介する専門医療機関リストの作成

埼玉県における出所後薬物依存症者のHCV治療に向けた取り組み

注射薬物依存者
PWID (Person who inject drugs)

⇒HCV陽性率高

保護観察プログラムの実施

・円滑な受診への連携体制の構築・偏見の排除
（特に肝Co・MSWへ協力を依頼）

受診・受療へ向けた
物理的・精神的支援

・肝疾患診療連携拠点病院名義で紹介状作成

受診・受療へ

更生支援・保護

埼玉医科大学病院
埼玉県肝臓病相談センター

連携

連携

埼玉医科大学





保護局との連携によるPWIDへのアプローチ山口大学

山口保護観察所
(保護観察官が対応)

保護観察
更生・社会復帰を支援 (生活環境の調整・職業指導・医療受療支援)

山口大学医学部附属病院
肝疾患センター

山口県内保護司
(県内に13の保護司会)

山口県内肝疾患専門医療機関 薬物常用者:PWID(Persons Who Inject Drugs)

★HCV抗体陽性率:高(一般集団の約300倍)
★HCV再感染率:高(既治療後50-60%再犯)
★受診/受療率:低(一般集団の2/3～1/2程)

＊HCV eliminationに向けた重要な治療対象集団＊

★非医療者でも活用しやすい資材の配布
★肝疾患に関する勉強会実施
★肝疾患コーディネーター養成の勧め

連携体制

適切な検査・治療を受療
HCV排除後も受診継続を目標

診療連携・課題の共有

★病院への受診・受療支援
★心身安定のサポートと金銭的不安の解決
★継続的な肝疾患に関する情報提供

活動相談
問題点の共有





肝疾患相談・
支援センター

拠点病院
（OMU）

近隣病院（OSMC）

拠点病院←（医療）刑務所

PWID多い
HCV陽性率(++)

保護観察官やNPOに
よる包括的な支援

近隣病院←拠点病院

受診勧奨システム構築

大阪公立大学 矯正施設から肝臓専門医へ繋ぐイメージ





肝疾患診療相談センター

肝炎診療における矯正施設と肝疾患診療連携拠点病院の連携（イメージ）

矯正施設 C型肝炎（＋）

肝臓がんのスクリーニング
（腹部エコー検査など）

C型肝炎の感染性、治療等に
関する指導・教育のサポート

出所

保護師会、更生保護施設等との
連携による受診勧奨

自宅

更生保護施設

連携

出所時の情報提供
（各自治体の肝疾患診療

相談センター）

受診先の相談
（電話・受診）

連携

出所後の適切な
受診・受療に
向けたサポート

愛媛大学
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